
資料2

平成 31年度当初予算 主要事業

～みらいに向けた
″
備え・はぐくみ

″
予算～

近年増加する自然災書や少刊 ヒヘの対策として 安全 安心への備えゃ子育てを中心に 公約の推進を重視した施策を展開

平成 31年度当初予算における主要な事業を、胸戎31年度から10年間を計画期間とする「第 7次小樽市総合計
画 基赫 」の「まちづくり 6つのテーマ」に沿つて示します。

なお  《公約》と表示している項目は、「夢あふれる元気な小樽Jを目指すために市長が公約として掲げた、重点
的に推進を図る施策です。

安心して子どもを生み育てることのできるまち (子ども・子育て)

,|li■

予算護

(千円)

捏当部

0 病児保育事業費補助金
0員担金
P6 颯 靱 鱚 鐵 4′ 275 福祉部

民間保育施設等整備支援事業費
補助金

0員 lB金
P6 層億渾響籍:言冒総曇曇憎薔周][日ぁ∃ξ:信島□含や 48′ 30フ

=社
3

不妊検査助成事業費
麟

８
員
Ｐ

０

[『55群辱
「 輪

要した費用 (自 己員捏 1,000 保億所

周産期医療支援事業資補勁金 0負 lB金
P7 層595星辱留5漏僧留醤讐虜250そ響層

周産期母子医
16′ 000 福祉 .ll

こんにちは赤らゃん事業資 ③行政
P14 鋼冒嘉言「

躍箋架ま輪魏亀妙写蒟巡 3.200 保に所

☆
ことも医療助成費 (市の単独
分)

0行政
P8 換息裔監」課艇帯は虜彦髪彙蒻f18菫輩]i堤当場 70,034 医療t‐ 蹟き」

児童扶養手当経費 0行政
P12 蓄孟砂鮮饂嘉螂髪鶴暉 856′ 800 福祉吉,

子ども 子育て支援事業計画撻
進事業責

0行政
P12 」曽モ霞呈爆罫灘

子育て支援事業計画J(平成32 480 捏祉さ!

0 ニュースポーツ庵員購入責 卿Ю 雌源≧氣憲優璽言黍季[菟冒§忍僣103 =洒
環境都

転窮:4

蓋大:☆
事 轄

1大
擦嬌 事業内容
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新規:0

拡大 :☆
事業名 大福帳 事業内容

予算額

(千円 )

担当部

教育支援センター関係経費
0行政
P23

|ヽ中学校における不登校児童生徒に対し、カウンセリング
や0々の学力に応した学習支援などをイ手う|まか 不登校の
末然防止及び学校教育上又は生徒指導上の課題の解決のた
め 児童生徒や保護者 致lFu員からの相談に対応

7.500 教育部

●
子ともの学習 生活支援事業資
(生活サポートセンター分) 轍” ひとり親家庭 生ヨ呆護世帯、生活困窮世帯の中学 1年生

～3年生を対象として 学習の支援や困りごと相談に応じ
るなど生活支援を実施

1,423 IE祉
=,

0 子どもの学習 生活支援事業責
(こ とも福71課分) 飽”

2′846 福祉
=「

小学校英語教育推進事業貴 珈レ
平成32年度に導入される小学

“

年生からの英語教育を見
据え 全小学校の3～6年生の外国語活動に外 g「 講師を派
遣

1,500 教育
=:

0 嘱話報醐 (都活動億導員) ⑩曖
教職員の働き力改革や3β活動指ξの充実を図る[め 中学
l●の剖活直指導員として、専門知識のある人材を任月

2′016
=言

事

0 教育用パソコン整備事業彙 (小
学校)

O行政
P27

平成32年度から開始されるフログラミング教育も見据
え、動画撮影 プレゼンテーションなど 様々な場面で活
電できるタフt/ッ ト型′ヽソコンを笙侑
(平成32～37年度 債務負廻分 129,461千円)

10.957 夕育音F

C 教育周パソコン整備事業費 (中
学校) 響 1徳霙鱚堪%増愕ふ

様々な
3′399 致青

=:

ICT教育促進百業員 ｍ一
中学校2年生の普通致室にデジタルテレビを整備 3′ 400 教育

=「

学校図書館整備費 (小学校)
0・ .政
P26 児童生徒の読言習慣の確立のため 学 |・ ヨ晨を配置して

図書の奎理や推薦図書の紹介などを行い、学校図_~館の充
実を図る.平成31年度は学校司言を喀 増員して計6名 と
tス 市内を動 区に分けて各1`配置

10′ 244 教育じ,

☆ 学校図書館菫僣費 (中学校)
6ほ政
P28 6′ 714 ,言

=[

O ふる0とキャリア教育推進事業
費

0行政
P24

子ともたちが「ふるさと小樽J IFよさに気ljき、自己のl●

来を言える機会を設けることで、小育のl●来を担う人材育
成を目指す。
平成31年度はキャリア教育推進会議、外g「 講師による出
前授業 進路説明会、遊覧屋形船における譜話 潮音頭の
指導なとを実施

600 教育

`』

小樽市民俗芸能伝承事業資 轍Ｐ３。

地域の伝続文化をRttlL承するため 本市の文化財である
「松前神楽J「向丼.Ft水 法J 咆 後踊つJの請:|を小中学
校に派遣以 児童生徒が体験する機会を自1出 (平成30年
度まで「ふるさと教育推進事業」として実施)

250 ,育ヨ!

0 「小修の歴史Jr成 経費
0行政
P27

小学校5 6年生を対象に、本市の自然や歴史 伝統 文
化 産業等について学ぶための敦材「小pのE史Jを,成

1′ 700 教育吉:



新tt:●

鉱大 ‐
事業名 大福帳 事業内容

予算頷

(千円)

18当 部

☆
コミュニティスクール導入等促
進事業責

0行政
P24

学校運営や学校の課題に,Jして俣護者や地域住民か参画す
る「学校運営協議鈴 J度J(コ ミュニティ スクール)を
推進するため、導入校の活動支援や 導入準備校における
地域説明会などを実施

致青吉|

教育支援活動推進事業費 0行政
P30

地域住民がポランテイアと ンで小中学校の授業補助などを
行う「学校支援ボランテイフ事業J、 土曜日に体育館や図
書館を開llkして各種体験敦宝を行う「おたる地域子ども教
室」、家庭教育に関する講座や子供の体験講座などを実施
して 家庭教育支援を行う.

2′ 00o 教育
=[

「樽つ子学校サポート」関係経
費 蜘ｍ

市内の高校生 大学生0地域住民を小中学校に派遣し、放
課後や長期体業等における児童生ltの学習支援を行う.

300 敦青.l

校合等耐震補強等事業費 (幸
ガう 噂∞

校合及0屋内運動場の耐震掃強及び大規模改造工事 フ02′フ45 教育エ

つ 校合等耐震診断経費 蜘嘔
耐震診断未実施の学校施設に対する耐震診断を実施

塩谷|ヽ (校3)
桂岡小 ∝ 内運動場)

11,000 敦意さ「

|

警書中串||1攀||||||1111ll,a:ケ | ‐
■

|||「
||  |■ |||■



誰もがいきいきと健や力ヽ こ暮らせるまち (市民ネ冨社 )

新規:o

拡 :☆
事業名 大福帳 事業内容

予算額

(千円)

担当部

ふれあい′
'ス

事業資
0行政
Pll 証瑠誅協翼霧鴇交震摯ギξ驚可望ぼ聾扁l

の実施に向けた検討を行う.

197′ 000 福祉
=『

地域住民グループ支援事業 (D介護
Ё言う言董:曇:雰

:「信霞:忍層慇Я誓霧E5呈2お層 2′450 医療保険:]

☆ 障害者タクシー利用勁成事業員 蜘帥 環憮趾巡懃心舅雷躙堤 9`200 福祉吉]

0 糖尿痛性腎症重症イし予防事業責 0国保

::0当i言:膚[][會言ff倉貫層具[讐警[言曽オ 5′ 148 医豪保瞑
=,

0 受動喫煙対策促進事業資
0行政
P16

望まない受動喫煙の防止を図るため 受動喫煙による健康

|[];:ド
罫菖言争EE看言]響型言層富壼[奮晋層層 440 保信所

地域自殺対策緊急強イ腱 追事業
資 咆嘔 あL暑需翼言信遷

え9夫檬詈g「帯彗え3看る|:晃

`習

250 ■口 iF

`所
得者 子育てし帯向 ,プ レ

ミアム付商品券事業費 蜘％
盲喬238F常虞曇崩弊曇場8=8酪 63′ 101

産業る洒ぎ
福祉き

`総務吉F

1岬 署‐二=1‐‐|●■‐ ・ ‐    ●‐ |||・ || |  | ‐|‐  ■| |  ‐  `  |     |||
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強みを生か した産業振興によるにぎわいのまち (産業振興 )

新規 :o

拡大 :☆
事業名 大幅帳 事業内容

予算額

(千口 )

担当部

農業次世代人材投資事業贅補助
金

0負・8金

P9
国の制度を活用 嗽 新規就農者に経営確立に係る資金を交
付

2′ 250 Ё業号治吉「

水産物フランドイ雌 進事業資
0員担金
PIO

小袴の地魚や水産力0工品の知名度アップと消費拡大 ・JA奎

力0工品の新商品開発やプランド化を図る取組を行う 平成

濶肋辟 躍 1燿
加工品データベースの更新などを実施

3′ 400 音実港湾
='

海外販路拡大支援事業費
◎行政
P18

海,ヽへの販路13r大を自詢と吹 商訳含 展示会等への参力0
費用補助や、本1幌市との連携事業による海外物産展や晨示
百.1会への出展支援 産学官違撼によるベトナム市場円拓
のための商議会等を実施

3′ 650 虐葉潜,電
g]

◎ 稼ぐ力向上実践事業費
0行政
P18

市内及び後志菅内の食-4品関係事業者を対象として 全国
規模の前 t会への参力]筒品特性や供給能力に疸レヒ新た
な81・ 路の間拓及び販売の具競、商品の奮き上げ相談を実施

6′ 000 崖賞烙湾部

にぎわう商店街づくり支援事業
資

0行政
P17

小権市商店街振興組合連合会所属の商店行が■う、にぎわ
い創出や魅力向上の取組のうち 新規又は既存の事業内容
を発展させる事業に対する補助

5′400 産業電湾剖

商店街活性イし支援事業責 蜘師
商店街0市場等が行うイベントや魅力r・D上のための宣伝事
業や商店街への回遊性の向上を図る事業などに補助

2′000 虐業を湾部

|● 日国鉄手言燎姜傷事業責 嚇円
市民との趙働により枕木花壇を更新し 景観の充実を図る
とともに、臨港線～長情線区間における落石進入防止のた
めの調査及び応急対応を実施

3′ 00o
=設

部

曰業支援事業費
0行政
P18

新規創業者に対して 家賃や内外装ェ事責など事業開始に
かかる責月の一部‐r補助

25,000 三ヽ港湾書!

中小企業振興会議運営経費
0行政
P18

小袴市中小企業振興基本条例に規定する「施策の基本方
針Jの具体化に向けた調査 富議

産業港湾即

北海道 小樽ビジネスフォーラ
ム開催事業費

Olu政
P17

市長のシティセールスなどによる本市の魅力のPRと、本
市に0かりのある企業や閂ll音を交えた情報交換会によ
り、域外から企業や人を呼び込み 首都圏におけるネット
ワーク信筆を図るフォーラムを東京で闘に

1′ 800 菫豊港湾和

釉 :纂靱

‐

…

呻 ‐
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責澪衝や市場の特強を活かした燃力づく,と観光書の回鐵焼向上にようにぎわいつくり 1磁押聘くり |‐ ||‐|●‐
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番i::   事業名 大福幅 事業内容
予算額

(千円 )

担当部

観光案内所運営費交付金
(0負担金
P12

国際インフォメーションセンター JR小袴駅及び →草橋
の観光案内所の運営にかかる交l■全.H31年度は外国人
観光客対応の強化のため通訳スタッフを1名 1曽員

26′ 600 産業t湾都

日本遺産認定関係経貿
0行政
P16

型域
し
施

地
指
実

(小袴市単

"日
本重産の平成32年 1月の中請を目

日本遺虐ストーリーの構築や文

`し

庁との協議などを 650 肩賞
=湾

31

●

(仮称)北前船胃港地フォーラ
ム ni`海道小檬 百狩実[委員
会補助金

0員担金
P8

平成30年度に本市が追加認定された日本造産ス トーリー

「荒波を越えた男たちの蓼がllいだ冥空間～北FJ船苛港
地 ‐船主案落～Jのフォーラムを 5狩●と共同で開催

2′ 000
=■

清湾
=1

日本遺産地域活性化事業費 0行政
P,6

フェリーで北前船の歴史や本市の梅成文イヒ財を紹介する
「IL前鉛ストーリー船上講座」や 北前船日本遺産lt造協
請会が行う事業への参画など 地域活性イしの取組を実施

1′ 775
=豊=湾

ユ

☆ 朝里川温泉組合補助全
0負坦金
P12

:;::::;:i::言 i:1!尋[§黒員雰層婁露[:量幅)
「ヽ

;;i:;i三

I   I′
300 E姜青湾.l

ロケツーリズムによるシティプ
Elモ ーンョン事業資補助金

0負IB金
P12

ロケとご当地グルメの票典 喰 国ふるさと甲¬ヨ」に出展
して、映像制作関係者などに本市をPRレ 映画・ トラマ
などの大型ロケの誘致 メディア認出の増加を図る.

1′0001 産業着湾さ「

観光話致促進事業質綺助今 0員担金
P12

さらなる国内外観光客の誘致や観光客の滞在時間延長を図
るために実施する小持観光協会の各種事業運営に対する補
助 公式ホームページの運営管理、ナイトマップの在成
冬季イベント、フイリピン旅行博出展をはじめとする海
外 道内 道外へ向けた観光フロモーションを実施

5′900 産業港湾部

0 観光ボスター等制r事業資
0行政
P,0

様々な場面で活用できるPRツ ールである観光ポスター及
び司デザインのパストカード クリアフアイルを、東京オ
リンピック・ ′ヽラリンピックの機会を生かせるタイミング
で新たに4成

3′ 000 産長浩湾部

小樽港物流促進ブロジェクト事
業資 咆閣

小樗港の物流促連のため、ロシア沿海地域へのポートセー
ルスや、国内ポートセールスを実施

1,000 E実港湾
=[

多目的●役機械延剣 ヒ対策事業
費

0●会
P,

故障が多発している多目|・嚇 役機械 (ガントリークレー
ン)の延命イヒ対策工事 (平成32年度まで)

259′ 200 産業港湾
=[

0 潜内泊地 じゅんせつ事業費
●建設
P4

′サ マックス船の入港に必要な水深確保のため、勝納泊地
のしゅんせつを実施

66′つ00 産美肩湾
=]

りヽ僣潜クルーズ推進事業費 蜘②
東京での「小袴港クルーズ ブ0モーション」Ol●社等の
企業訪間、胃港時の歓迎行事や交通整理等の安全対策を実
施

16,000 産

'清
湾g「

環日本海クルーズ雉違事業費 ｍ閣

小樽港 秋田県3き、伏木富山港、京都舞鶴港、境港の5
地域で共同して 日本海側クルーズのフランド化と寄港促
進を図るため、共通バンフレットの

「

成や外国語ホーム
ページによる各港のPR 

“

l10旅行代理店へのブロモー
ションなどを実施

1′ 2つ 0 崖芸港湾ち1



新規:O

拡大 :☆
事業名 大福帳 事業内容

予算頷

(千円)

担当部

国直轄I事贅負E金
第 3号ふ頭■壁改良事業資 億円

盾』瀕まEE2の
長寿命化及び大型彗船を接岸可能とする

16=岸壁 陸上地鰺改良工ほか (L=45m)
■ 7誹 壁 本体工ほか (L=60m)
※国直藉事業 平成31年度全体工事貫 726000千 円
(う ち市員IB 1/3=2″ OOO千円)     |

242,000 r_業港湾吉ュ

国直轄工事責負担金
第 3=ふ頭泊地改良事業資

t4~建設
P3

岸壁のをヽイヒ対策と合わせ、水深確P―により大型客船の捜
岸を可能とするための泊地のしゅんせつを実施
17=F~壁前面泊じ グラフしゅんせつ (V=イ 6300

nl)

21′ 600 崖単I湾ヨ

色内ふ頭老|||イし対策事業責 疇認
霞要菖堂雪:窒兌

頭護岸の機能回復及び延命

`し

のため 護

※その他下水道事業として506 0oottt9実 施
〈事業貴合.t 744900千 円)

238′900 三美港湾
=:

ひき船建造事業資
●特会
Pl

小樽着に入港する大型船に対応するため■
y要

不可欠なひさ
船について、コも化した現行船の後継船を新たに建道
(うち債務負担分324,CR O千 円)

330′0001 産業港湾さ]

☆ 潜湾計画改訂事業員 轍Ｐ２。
湾湾計画改訂に向け、長期構想の検討を再開 9′ 000 産隻E電 :「

シルバー人材センター事業贅補
助金

0負涅金
P3

高年齢者の就業機会を確保するシルバ■人材センターに対
する補助。平成31年度は、人手不足の企業等での高齢者
の就業を促廷するため事務局体制の拡充を図リ マッチン
グ機能¨ 化

11′300 産業港湾部

C 若者就職マッチング支援事業贅
0行政
P16

高校生や大学生など若者の就職率向上及び地元定書のた
め 市内企業の見学会や出前al明会、インターンシップ等
を実施

2.60o 虐ヨ港湾き!

|ヽ博地域雇月創造協議会貸付金
0行政
Pイ 6

厚生労働省の実践型地域雇月創造事業を活用し、事業主及
び求職者向けのセミナーや 企業説明会、食資源を生かし
た観光商品開発などの雇用罰出事業を行う協議会の運営を
支援

10′ 000 産業潜湾都



生活基盤が充実した安全で暮らしやすいまち (生活基盤 )

新規 :◎

拡大 :☆
事業名 大福帳 事業内容

予算額

(千円)

担当部

臨時市道整備事業費 嗅円
市道の者巧化路線の更新 機水対策などの道路改良
平成31年度予定箇所 良橋l.9ほか全23路線

350′ 000 E息交吉:

橋りょう長恙命化ま業員 崚時

「情梁長寿命イし修結.t画Jに基づき、者朽イしした橋りょう
の彦繕等を計画的に行い、長寿命化と維持管理コストの縮
減を図る.

銭函高架橋 修結・耐震工事
・ 上の橋、見晴歩道橋 修結工事

小樽内樗 撤去工事

419′ 000 ヒ設
=`

空き家対策事業員 O行政
P21

「空家等対策計画Jに基づく施策の菫進と 適切に維持管
理されていない 鴨 定空家等Jに対して法に基づく助言
着導・勧告などを実施

2′ 200 F設部

特定空家等住宅除却費助成事業
資

0負10金
P43

「特定空家等Jて かつ危険度 緊急度が高い「不良l_
宅」の除却貢月の一部を助成

3′ 000 逗
==:

移住促進事業経費 蜘酔
居住地としての小袴の情報発E PRを行い、清●的な移
住希望者の掘り起こしを〔うほか、体験ツアー等を実施
伝 個々の種談に対応する.

1′ 200 総務吉!

移住支援事業資 轍酔
東京23区に日主又は通動している者が小樽市に移住し、
北海道が選定した中小企業等に就職又は起業した場合に、
支援金を支給 (1ヒ海道との連携事業)

2′ 000 ltヽ 3

餘雪責 嚇Ｐ３

冬期間における円滑な道路交通を確保レ 市民の快通な冬
の暮らしや経済活動を支えるため、バス路線及び主要通学
路を優先した、計画的で効率的な踪

"1雪

を実施するととも
に 雪対策基本計画の策定に着手
※貸出しダンフにかかるli責は、補正予算で計上

1′ 542′800 こ●部

建設機械整備費
●建設
P5

安定的な除ワ1雪体市」確保のため、市所有の除″1雪機,を計
画的に増強・更新し、llr」 1雪業務受話業者に貸与
・ 平成31年度 ロータリ除言乾 台更新

53′826 建設
=:

ロードヒーティング更新事業資 は降
老朽イヒした□―ドヒーティング施設を計画的に更新
・ 平囀 1年度 西通線、入船自線、長橋線

145′ 000 ■:,1:

都市計画マスタープラン推進経
費 轍睦

平由 2年度から始まる第2次小袴市都市計画マスタープラ
ンを策定
地域懇談会開催 地域別構想策定

9′ 000 Fi,ビユ

北海道新幹線活用小0まちづく
り協議会簡係経費 咆餡

北海道新幹線新小樽 (仮称)駅間業に向け、駅周辺のまち
づくりや、2次交通、ソフト対策などについて 官民一体
となって協議

320 t弓言[

1`'「 道新■線建設貢負担全
●建設
P`

北海道新幹線建設費用に係る員10金
・ 平成31年度実施予定 朝皇トンネルエ事、新小樽 (仮
称)駅詳細設計等

19,000 綸I=「

|

|

[■ 1  1

‐      11  ‐‐
| ||■

■ _‐ |

'4-0》

              ‐



新規 :0

拡大 :☆
事業名 大幅帳 事業内容

予算額

(千円)

担当部

iLI域 公共交通活性イビ事実責
政
―̈Ｐ２

持続可能な地域公共交通ネットワークの情築を日日うとする
地 域公共交通綱形成計画 の策定と 同計画に基づく施

策の実施に向けた協譜

500 [j隻ち]

鉄道駅バリアフリーイヒ設備等整
備事業費補助金

0員 lB金
P43

鉄道駅バリアフリーイしのための施設整備にかかる貢局の一
8峰補助 姉 助率 :ロイ/3、 r● 1/3 事業者1/3)

南小袴駅 :こ線情基礎設置等

40′ 500 畦三 :`

0 1請時停電対策関係経費 (指定
最難所)

0行政
Pイ

指定違難所 〈小学校18校 中学校12校、公立保育所4
園、その他1施設)にポータカ し発電機、投光器を配債
(平成32～35年度 債務員18分 7イ 40千周)

803 総務部

◎
,1常 時停電対策関係経費 (葬首
湯)

0行政
Pl 豪斎場に01常用言源■続月コンセント,新設 202 生活環境部

●
ラ1常時停電対策関係経費 (清掃
事業所)

0行政
Pl 清掃事業所のポータフル発電機を更新 120 生活課角 3

0 非常時停電対策関係経費 (公立
屎育所)

0●政
Pイ

公
‐7日育所に石油ストース 第帯月ランタン 電話機 (子

宮保育所)を配備
297 桓社吉[

0
非常時停電対策関係経費 (夜 F・5

急病センター非常用発電機整衛
事業資)

●建設
P2 夜間急病センターに非常用電源設備を設置 12′ 000 保 健 所

0 非常時停電対策関係経費 (保健
所庁合)

0行政
Pl 保健所庁合にパータブル発電機を配債 550 R健 .・●

0 非常時停電対策関係経費 (教育
委員会庁合)

0行政
PI ヨ育委員会庁合にポータブル発電機を配備 訳青

=F

0 ,1営時停電対策関係経費 (競函
住宅3号練集会所) 峰陀

市営競函住宅の実会室の水道・ 便所を停電時に非常用とし
て提供できるよう、給水設備を言源不要の直圧とする

450 建設
=「

9 (病院事業会計分)

病院内保青所及び厨房機器類の電気設備について、停電時
の非常用電源への接続を可能とするための配電盤等の改修
を実施

524 ら碇局

Э (水道事業会計分)
停電時の断水対策として、配水ポンプ所及び配水

'ゆ

に発電
機を配備

4′ 400 水道局

☆
防災関係経費 ("災

=喪
無燎

(同報系

'整
備事業費)

10建設
Pイ

津波や高潮の災害時に 沿岸の住民及び観光客等へ違難情
報を迅速・ 確実に伝Eするため、鮨災行政策線 (屋・ lス
ピーカー)●整備
平成31年度～平成32年度 整備工蜃

150′ 000 総務
=「

D 防災情報通信設備整備事業責
0建設
P4

市内全i或に災言時の情報提供を行えるよう、 FMおたるの
難聴地域を解消するための送E局増設にかかる 調査及び
実施設●Iを行う.

10′ 000 イさ芳首1

随災関係経費 ("災罰1練支援事
業)

鉤

Ｐ５

町会に防卿 練0教材等を提供し 訓練の実施を促進する
とともに、日1綽参|]者の

“

災意識を高め、各町会の地域防
災力の向上を図る.

240 総務部

☆ 鮨災露係経費 (避難支援事業)
0,政
P5

皇置
'1・

新川の新たな洪水漫水想定区域に対応した洪水ハ
ザードマップや 土砂災言警戒区域の上砂災言ハザード
マップを作成。また、災言時に運難の支援が必要な方の名
育を作成し、関係機間と共有する.

2′ 400 総謁び

=菫
公約 2‐■|》 i■■|1凛灘‐ぶ比■■11■■:■■

7tツ771i``‐■.1‐■●|
|‐   ||■ |■ ||■ ‐‐■ ‐11:|■ ||||

‐         ‐|    | | |||

|



新規 :|・

拡大 :☆
事業名 大福帳 事業内容

予算銀

(千円 )

IB当 部

機動力増強 近●化事業貢
＾
支

鑑膝
災言対応惜殊化学消 l●uポンブ自動車 1合の員新 6,,Ooo 消防木刹

(仮称)消防署手宮支署建設事
業資 嘲∞

手宮出張所と高島支所を統合して「 (仮称)消防署手宮支
署Jを建設
・平成31年度 実施設計及びltb資 調査
・平成32年度 建設工事

21,000 消畦本部

0 消防 肪災施設整備費 鐵％
災言発生Lに必要な資機材の搬送のほか広報車として活用
可能な消防日の」型助 /1ンフ付積ヨ車イ台を更新

11′ 000
'1綺

本部

消防団員安全装備品等整備事業
資 蜘明

津波や河川の,0濫 などの災言発生時に消防団藪 」1安全に活
動するために救命胴衣を整備 消瞼本

=0

まちなみと自然が調和し、環境にやさしいまち (環境 。景観 )

予算額

(千円)

0 廃棄物最終処分場拡張整備事業
費 (一般会計)

0建設
P2 醐 罐 思

た 靱 藤 嬌 諷 鵠 銚

"奥
祠 め

・ 平成31年度 トラックスケール更新 浸出水処理施設
自動制0装置更新等
・ 平成32年度～ 理立地の上堰堤造成等

50′ 050 生活環嬬 F

0
廃葉物最終処分場拡張菫偏事業
費 (産業第菜物処分事業特別会
.I) 疇円

4,950 生汚環境ぎ

O ごみ収集車購入経費 疇Ｐ２
cみ収集運搬等の効率化のため、既存の車両3台を 大型
自芥車イ合及びリフト付き2tダンプ (不藩投豪監視パ ト
□―ル草)1台に更新

22′ 754 生i環境刹

築着臨海公園記念遊員更新事業
費

●建設
P2 語層云日あ遷貫:最Sを

受けた友好親言の象徴である築港 3.000 産業濠湾都

都市公園安全 安,い事業員 碑％

公園施設長寿命イ七計画に基づき、を朽イしした公園施設の更
新を進め、公園利用者の安全 安心を確保

云冒F撃轟塾ξ認 獣薇 ξ鴨
い公園、しあわせ公園)

39′ 900 こ設高j

歴史的建造物屎全及び景観地区
内建造物修景等事業費助成金

0員担金
P14

「市指定歴史的建造物」の外観の保全に要する経費の一部
を補助

20′ 00o ヒ設]]

10

事業名

1相
幡

|

事業内容

1 
担当部

動 碗趣    :.■_‐ ■|■ .■■ |■ |‐ |11■ | |■ ■
||   | |      | .    :

申囀 全
・

 ‐‐‐‐‐‐|| 1 1 1 1● :‐| ||| ‐  | |● 111■
|         ■ ■   1     1

|



E_111言 :lゃ )に
オうぶ、1■、 メ、と)に化を育dDきこ15 (`主きがい 。文化)

新規:0

拡大:☆
事業名 大福帳 事業内容

予算顕

〈千円)

10当部

☆ 文化祭実行晏員会補助金
0員 lE金
P16

第70回記念小袴●文化祭のF.5催 (平成31年9月 26日～
11月 3日 )

1,000 敦胃舌]

特別展開催経費 (文学館費) 飽Ｐ３。
「没後50年 伊藤聖全資料展J

(平成31年 10月 5曰～|1月24曰 )
200 教育

=]

0 施設改修事業費 (美術館贅) 崚円
を朽化した美術館2階展示室の照明を幅広い晨示に対応で
き、省電力なLEDのベースライトとスポットライトに更新

15,000 教育部

重要文化財曰日本郵船鰊小や支
店R存じ理工事責

●建設
P7

小0市をヽ表する重要文化財である建造物の保存・ 還月を
図るための耐震補強工亭及び俣存修理

146′ 846 ヨ育J

手宮公園競技場整備事業責
0,政
P3イ

第3種公記陸上競技場として必要な付帯設備 (光波距離測
定器、超音波風遠計)を整備

6′ 938 致 青 .l

蓄
０
　
☆

構
然

総合.●画策定関係経費 蜘酔
平成31年度から|.まる次期総合.I画を策定
基本計画策定、冊子版 概要版の作成

4′ 000 給お
=|

総合戦略推進事業資
0,政
P4

現行総合戦略の進ジ管理及び次期総合戦略 (平成32年度
～ 36年度)の策定 アンケー トの実施 小袴市人□対策
会議の開催等

590 ′」ろ都

個別施設計画策定事業資 ｍ％

市民意見交換会を経て、集約七や複合化なとにより公共bll

設・
~再

編を示す「公共施設再編.I画 J及び公共施設の適正
な維持管理を進める「長寿命イし.t画Jを策定し、「個別施
設計画Jを完成
平成31年度 :公共施設再編.l画策定
平成32年度 :長言命化.I画策定

3`435 財政
=,

職員研修資 咆レ
職員の能力開発を進めるため、研修内容の充実を図り、外
さ嚇 師等による研修を計画0,に 実施するほか 中堅職員青
成のための先進地視察研修を実施

3,200 総あ
=]

ふるさと納税関係経貴 珈蘭
「ふるさと納税」制度による寄附者へのお礼として情産品
の贈星などを行う。

46′ 700 曰 j● g[

11

■|11‐■■|■ |

中 申摯警■|‐ ●
=

|           |  |
|  | :■ ||  |  ‐   ‐|

|

事業名
|

|

事業内容 瀬
ｍ

担当部

|



市長公約下覧

安0して子どもを産み育てることができ、すべて 7‐ 子ともたちが能力や可能性を発揮てきるまちづくり

子育てせ帯に寄り添い、安 鰤して産み育てる環境づくりのため、子育て世式包搭支援センターの設置や保育環境の整備
に取り組み、子どもたちが安0して利用でき、癒される公園の整備を進めます。

②C[欝ワ霞讐曼循讐蔓鳥0「S:急基3謄浜[fZ55罵 30讐なある3壇型覺霞53す・
また、生活国窮t・I帯の子ど

0日冒P襲置誌喬辱呂信も髯舎星尾爆彗警慣層男38危菫湯ますFク
~ルカウンセラーなどの拡充配置 教育機器の望脩

④ 番らを言意まる「

~ツにIIPり 組む児童生徒の活動を支援し、豊かな感性を育み、港在的な可能性を3き出す教育環境づ

少子lLに伴う小・ 中学校の統廃合の吉え方を示した適正配置基本計画を社会状況や教育環境の変化、さらには、地,に
おける学校の役割などまうづくりの観点を踏まえて議論します.

●べての市民が健康で 生きがいと夢を抱きながら、安心 安全に暮らすことができるまちづくり

①膚婿と橿舅思F:麿3詈讐分E続だ
ら鴨雪対策本3,Jの設置を前●lしして、バス路線やスクールツーンなどの主要な
していただける除

"1雪

を目指します.

② 高齢の方々が地域社会との接点を持ち、健康..命 を延ばし、元気に生活できる生涯現役社会を目指します.

◎ 高齢者の外出支援のための ■3れあいパスJは、利用者、′ヽス事業者の話を聞きながら継続します.

④ 「通院」や「買い物Jの足を守るた

“

R、 バス、タクシーなどの公共交通ネットワークを維持します。

災害による人的被害軽減のため、町会の防災訓練を支援嗽 迅速て的確に逮難行動がとれるよう、市の体お1整備を含め

防災力の強イじを図ります。

0高齢者や障がいを持った方々が安,い して利用できるように公共施設などのパリアフリーイしに取り組みます.

⑦ 福祉、医療、介護などの相談窓□を一本化した総合相談窓□を新設します。

嚇

'包
括ケアシステム」を構築し 福祉 医療、介護等が連携高齢者が、住み慣れた地1或で書らし続けられるよう、

した支援に取り組みます。

0高齢音や障がい者の権利を守るため、地域の官民が一体となつたネットワークをつくり、相談支援の強化を図ります.

豊かな自然や歴史 文化を活かし、市民に根ざした観光のまうづくり
地域経済を支える中小企業が元気に事業を続けることができるまちづくり

。 国霞Σ沓層蓼モ自え尿合最曇3標契理
値を高め、プラント化を進めるとともに 新商品の開発を支援し、物産民や展示

=進
めます。

②
警5属彩震議 まξFか

し魅力づくりを進めるとともに、小樽を訪れる観光客の回遊性を高めるなど■iい市街地のに

新規開業や事業承継を支F_するなど市内の中小企業 小規模事業者の振興策に取り組市内経済の活力を維持するため、
みます。

④ 札幌市との連携協定を結ぶなど経済交流を強化するとともに、後志の町村との連携を促進します。

。「BZttZEttF罫3日を80零『者層務撥螢:3;塁,Fと
もに、国が進めるロシアと日本との経済協力における役

市肯地に近接するなどの小樽港の立地特性を活かし、クルーズ客船の誘致を積極的に進め、「みなと観光」の新たな魅
力づくりに男めま魂

⑦
僧]奎9Fの

多言語表示、ホスピタリティ意識の向上 観光地周辺の踪DI雪の徹底など安ILlて 安全な国際観光都市を自

。 長3勇著雰璽8戻斉?爵38モ235嘗 ,P観
光関連組織の見直しを検討するとともに、国際観光都市小檬と

|て
外国

。儒書僧俗[じ23選劣と発層思警示層虜薪じ属霞糞霜呂32冒:遭6響,デ
備するとともに、日本遣産登録されたIt前

市街地から至近距離にある天狗山や朝里
"温

泉地区の魅力をフピールし、夏冬通ンて利用可能なリソートtlと して更に。発異するよ
=苗

発を隻獲じ舎;:

公共施設や小格駅前、小檬港の整億、新幹線の活用など、人や物が活発に交流するまちづくり

①
雷鱈重層言遣B曇§『

など老朽化し耐震強度が不足している公共施設を、市民の皆さんのご意見を間きながら計画的に

② 廃校や用途が廃上された施設、土地などの市有財産を地域の発展のため有効活用を図lnます。

⑥ 帰借ああ経量を重掲ξをま

=書

憎堡居曽層日まし,ら
には自立t/た高齢者の活動拠点なと、生きがいつくりや生涯学習

④ にきわいによる街の活力を維持するため民間の力を活用し 小樽糧R前地区や小樽港第3号ふ頭の整備を進めます。

0新幹線の新駅周辺の間発やⅢⅢ市街luとの連携など、まう0く りに向けた具体的な取り組みを開始します。

◎ 体育館、プールなど市民の健康増進と子供たちのスポーツ振興に寄与する体育施設の整備を計画
`Jに

進めます。


